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(54)【発明の名称】 平面表示装置

(57)【要約】
【課題】電力消費およびコストを著しく増大させること
なく画素電極と隣接配線との間の寄生結合による影響を
低減する。
【解決手段】液晶表示装置は各々所定の面積比率で重み
付けされた複数の副画素ＰＥ１～ＰＥ３に分割される複
数の表示画素ＰＸと、複数の表示画素ＰＸをそれぞれ駆
動する駆動回路２，３，４，Ｇ１，Ｇ２とを備える。特
に、この駆動回路は各表示画素ＰＸの階調を複数の副画
素ＰＥ１～ＰＥ３と所定の時間比率で重み付けされた複
数の駆動期間とを組み合わせて決定するように構成され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各々所定の面積比率で重み付けされた複
数の副画素に分割される複数の表示画素と、前記複数の
表示画素をそれぞれ駆動する駆動回路とを備え、前記駆
動回路は各表示画素の階調を前記複数の副画素と所定の
時間比率で重み付けされた複数の駆動期間とを組み合わ
せて決定するように構成されることを特徴とする平面表
示装置。
【請求項２】  前記駆動回路は各表示画素に組み込まれ
る映像データ転送回路と、この映像データ転送回路に保
持された映像データを一定でない転送信号により読み出
して前記複数の副画素に印加する制御回路を含むことを
特徴とする請求項１に記載の平面表示装置。
【請求項３】  前記転送信号は映像データの送られる信
号時間よりも長いことを特徴とする請求項２に記載の平
面表示装置。
【請求項４】  前記転送信号は映像データの送られる信
号時間の定倍であることを特徴とする請求項２に記載の
平面表示装置。
【請求項５】  前記制御回路は前記複数の表示画素を所
定数単位に順次選択する走査信号を発生する走査信号発
生部を含み、映像データ転送回路はこの走査信号が供給
されない間に映像データを順次読み出すように構成され
ることを特徴とする請求項２に記載の平面表示装置。
【請求項６】  前記駆動回路は各表示画素の階調は前記
複数の副画素の面積比率およびこの面積比率に同一な比
率に設定される転送信号のパルス幅とを組み合わせに映
像信号を変換する変換回路を含むことを特徴とする請求
項１に記載の平面表示装置。
【請求項７】  前記複数の副画素の面積比率で得られる
階調比率は前記転送信号のパルス幅の比率の定倍である
ことを特徴とする請求項６に記載の平面表示装置。
【請求項８】  前記転送信号のパルス幅の比率は表示階
調のガンマ補正のために可変されることを特徴とする請
求項６に記載の平面表示装置。
【請求項９】  前記複数の表示画素は所定方向において
複数のブロックに分割され、前記転送信号がこれらブロ
ック毎に供給されることを特徴とする請求項１に記載の
平面表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の表示画素に
より表示画面を構成する平面表示装置に関し、特に各表
示画素が多階調表示のために複数の副画素に分割される
平面表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置に代表される平面表示装置
は、薄型、軽量かつ低消費電力という特性からパソコ
ン、ＴＶ、ゲーム機等の機器で幅広く使用されている。
【０００３】典型的な液晶表示装置は、例えばマトリク
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ス状に配置される複数の表示画素、複数の表示画素の行
に沿って形成される複数の走査線、複数の表示画素の列
に沿って形成される複数の信号線、これら信号線および
走査線の交差位置近傍に配置され各々対応走査線を介し
て駆動されたときに対応信号線から対応表示画素に映像
信号を供給する複数の画素スイッチを有する。各表示画
素は画素電極、対向電極、およびこれら電極間に挟持さ
れる液晶層を表示素子として含み、映像信号に依存した
画素電極および対向電極間の電位差により液晶層の光透
過率を設定する。
【０００４】最近では、低消費電力化のために各表示画
素に１ビットのスタティックメモリを内蔵させた液晶表
示装置が実用化されているが、このような構成では白ま
たは黒のような単階調画像を表示するのみで、多階調画
像を表示することができない。
【０００５】そこで、所定の面積比率で重み付けされた
複数の副画素に各表示画素を分割すると共に、この副画
素内にメモリを設けることで多階調画像の表示を実現す
ることが検討されている。
【０００６】例えば５ビット、３２階調の表示を実現す
るのであれば、面積が１：２：４：８：１６の比率で重
み付けされた副画素に表示画素を分割する必要がある
が、この場合の最小副画素は数ミクロン角となり、その
レイアウトが加工精度等を考慮して極めて困難である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は上述し
た技術課題に鑑み成されたものであって、少ない副画素
数で所望の階調数を得ることが可能な平面表示装置を提
供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、各々所
定の面積比率で重み付けされた複数の副画素に分割され
る複数の表示画素と、複数の表示画素をそれぞれ駆動す
る駆動回路とを備え、駆動回路は各表示画素の階調を複
数の副画素と所定の時間比率で重み付けされたの駆動期
間とを組み合わせて決定するように構成される平面表示
装置が提供される。
【０００９】この平面表示装置では、各表示画素の階調
が所定の面積比率で重み付けされた複数の副画素と所定
の時間比率で重み付けされた駆動期間とを組み合わせて
決定される。この場合、各表示画素は副画素数と駆動期
間数との積に依存した階調数を持つため、所望の階調数
を得るために必要な副画素数を低減できる。これによ
り、最小となる副画素の面積を大きくして加工精度等に
よる制約を解消することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態に係る
液晶表示装置について図面を参照して説明する。
【００１１】図１はこの液晶表示装置の概略的な構造を
示す。この液晶表示装置は、液晶表示パネル１およびこ
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の液晶表示パネル１を制御する液晶コントローラ２を備
える。液晶表示パネル１は、例えば液晶層ＬＱがアレイ
基板ＡＲおよび対向基板ＣＴ間に保持される構造を有
し、液晶コントローラ２は液晶表示パネル１から独立し
た駆動回路基板上に配置される。液晶表示パネル１は、
マトリクス状に配置され表示画面ＤＳを構成する複数の
表示画素ＰＸ、複数の表示画素ＰＸの行に沿って形成さ
れる複数の走査線Ｙ（Ｙ１～Ｙｍ）、複数の表示画素Ｐ
Ｘの列に沿って形成される複数の信号線対Ｘ（ＸＡ１，
ＸＢ１～ＸＡｎ，ＸＢｎ）、これら信号線対および走査
線の交差位置近傍に配置され各々対応走査線Ｙを介して
駆動されたときに対応信号線対Ｘを対応表示画素ＰＸに
電気的に接続する１対の画素スイッチＧ１，Ｇ２で構成
される複数の画素スイッチ部、および走査線Ｙ１～Ｙｍ
を駆動する走査線駆動回路３、並びに信号線対ＸＡ１，
ＸＢ１～ＸＡｎ，ＸＢｎを駆動する信号線駆動回路４を
含む。各表示画素はアレイ基板ＡＲ上に形成される画素
電極、対向基板ＣＴ上に形成される対向電極、およびこ
れら電極間に挟持される液晶層ＬＱを表示素子として含
み、画素電極および対向電極間の電位差により液晶層の
光透過率を設定する。ここで、各表示画素ＰＸ、具体的
には画素電極が例えば図４に示すように１：２：４とい
う面積比率で重み付けされた３個の副画素ＰＥ１，ＰＥ
２，ＰＥ３に分割される。この場合、１：４：１６の階
調比率が得られる。
【００１２】液晶コントローラ２は、例えば外部から供
給される例えば５ビットのデジタル映像信号および同期
信号を受取り、デジタル映像信号を３ビットのＰＷＭ
（Ｐｕｌｓｅ  Ｗｉｄｔｈ  Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）デ
ータＤＡＴＡ１および３ビットの面積階調データＤＡＴ
Ａ２に変換すると共に、同期信号に同期したクロック信
号ＣＬＫ，ＣＬ１，ＣＬ２、垂直走査制御信号ＹＣＴお
よび水平走査制御信号ＸＣＴを発生する。
【００１３】走査線駆動回路３は走査信号を１垂直走査
（フレーム）期間毎に走査線Ｙ１～Ｙｍに順次供給する
よう垂直走査制御信号ＹＣＴによって制御される。信号
線駆動回路４は各走査線Ｙが走査信号により駆動される
１水平走査期間（１Ｈ）においてＰＷＭデータＤＡＴＡ
１を直並列変換して信号線ＸＡ１～ＸＡｎに供給し、面
積階調データＤＡＴＡ２を直並列変換して信号線ＸＢ１
～ＸＢｎに供給するように水平走査制御信号ＸＣＴによ
って制御される。
【００１４】図２は液晶コントローラ２に設けられるグ
ラフィック制御部の構成を示す。このグラフィック制御
部は１フレーム分の５ビット映像信号を格納するフレー
ムメモリ１０、このフレームメモリ１０に格納された映
像信号を順次読み出し、この映像信号を３ビットのＰＷ
ＭデータＤＡＴＡ１および３ビットの面積階調データＤ
ＡＴＡ２に変換するデータ変換部１１、データ変換部１
１から得られたＰＷＭデータＤＡＴＡ１をラッチするラ
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ッチ回路１２、およびデータ変換部１１から得られた面
積階調データＤＡＴＡ１をラッチするラッチ回路１３を
含む。３ビットのＰＷＭデータＤＡＴＡ１は副画素ＰＥ
１，ＰＥ２，ＰＥ３用の駆動パルスについて例えば１：
２：４という時間比率で重み付けされたパルス幅を選択
するデータであり、面積階調データＤＡＴＡ２は副画素
ＰＥ１，ＰＥ２，ＰＥ３を選択するデータである。ＰＷ
ＭデータＤＡＴＡ１および面積階調データＤＡＴＡ２は
合計で６ビットであり、５ビット映像信号で表される３
２階調よりも多い６４階調を表すことができる。データ
変換部１１は映像信号をＰＷＭデータＤＡＴＡ１および
面積階調データＤＡＴＡ２の組み合わせに割り当てるマ
ッピング用テーブルを持ち、このテーブルを用いて映像
信号をＰＷＭデータＤＡＴＡ１および面積階調データＤ
ＡＴＡ２に変換する。これらＰＷＭデータＤＡＴＡ１お
よび面積階調データＤＡＴＡ２は信号線駆動回路４に供
給される。
【００１５】図３は信号線駆動回路４の構成を概略的に
示す。信号線駆動回路４はＰＷＭデータＤＡＴＡ１をラ
ッチするラッチ回路１５、面積階調データＤＡＴＡ２を
ラッチするラッチ回路１６、ラッチ回路１５からのＰＷ
ＭデータＤＡＴＡ１をクロック信号ＣＬＫに同期してシ
フトして信号線ＸＡ１，ＸＡ２，ＸＡ３…に割り当てる
シフトレジスタ１７、およびラッチ回路１６からの面積
階調データＤＡＴＡ２をクロック信号ＣＬＫに同期して
シフトして信号線ＸＢ１，ＸＢ２，ＸＢ３…に割り当て
るシフトレジスタ１８を含む。信号線ＸＡ１，ＸＡ２，
ＸＡ３…はシフトレジスタ１７から１ビットずつ順次３
ビットのＰＷＭデータＤＡＴＡ１を受け取り、信号線Ｘ
Ｂ１，ＸＢ２，ＸＢ３…はシフトレジスタ１８から１ビ
ットずつ順次３ビットの面積階調データＤＡＴＡ２を受
け取る。
【００１６】図４は各表示画素ＰＸ内の回路構成を示
す。表示画素ＰＸはＰＷＭデータ用シフトレジスタ２
０、面積階調用シフトレジスタ２１、インバータ２２，
２３、スイッチ素子２４から３１を有する。シフトレジ
スタ２１は画素スイッチＧ１を介してシリアルに供給さ
れるＰＷＭデータＤＡＴＡ１を受け取るように接続され
り、クロック信号ＣＬＫ１またはＣＬＫ２に同期してＰ
ＷＭデータＤＡＴＡ１をシフトする。シフトレジスタ２
１は画素スイッチＧ１を介してＰＷＭデータＤＡＴＡ１
を受け取るように接続され、シフトレジスタ２１は画素
スイッチＧ２を介して面積階調データＤＡＴＡ２を受け
取るように接続される。スイッチ素子２４，２５は走査
線Ｙから走査信号を受け取るように接続され、この走査
信号が走査線Ｙに供給される間においてクロック信号Ｃ
ＬＫ１をシフトレジスタ２１，２０にそれぞれ供給す
る。スイッチ素子２６は走査線Ｙからの走査信号をイン
バータ２３で反転した信号を受け取るように接続され、
走査信号が走査線Ｙに供給されない期間においてクロッ
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ク信号ＣＬＫ２をシフトレジスタ２０に供給する。スイ
ッチ素子２７，２８は走査線Ｙからの走査信号をインバ
ータ２２で反転した信号を受け取るように接続される。
スイッチ素子２７は走査信号が走査線Ｙに供給されない
期間においてシフトレジスタ２０からＰＷＭデータＤＡ
ＴＡ１を出力し、スイッチ素子２８はスイッチ素子２７
を介して出力されるＰＷＭデータＤＡＴＡ１をシフトレ
ジスタ２０の入力にフィードバックさせる。副画素ＰＥ
１，ＰＥ２，ＰＥ３はスイッチ素子２９，３０，３１を
それぞれ介してスイッチ素子２７に接続される。これら
スイッチ素子２９，３０，３１はシフトレジスタ２１に
よって制御される。
【００１７】ここで、上述の表示画素ＰＸの回路動作に
ついて説明する。走査信号が走査線Ｙに供給される１水
平走査期間はＰＷＭデータＤＡＴＡ１および面積階調デ
ータＤＡＴＡ２をシフトレジスタ２０，２１に書き込む
データ書込期間として用いられ、１フレーム期間うちの
残り期間はこれらＰＷＭデータＤＡＴＡ１および面積階
調データＤＡＴＡ２により副画素ＰＥ１，ＰＥ２，ＰＥ
３を駆動するデータ保持期間として用いられる。データ
書込期間では、ＰＷＭデータＤＡＴＡ１および面積階調
データＤＡＴＡ２がシリアルにシフトレジスタ２０，２
１に供給される。シフトレジスタ２０はスイッチ素子２
５を介して図５に示すように供給されるクロック信号Ｃ
ＬＫ１に同期してＰＷＭデータＤＡＴＡ１を順次シフト
して保持し、シフトレジスタ２１はスイッチ素子２４を
介して同様に供給されるクロック信号ＣＬＫ１に同期し
て面積階調データＤＡＴＡ２を順次シフトして保持す
る。スイッチ素子２７，２８はこのデータ書込期間にお
いて非導通状態に維持されるため、副画素ＰＥ１，ＰＥ
２，ＰＥ３は駆動されない。
【００１８】データ書込期間に続くデータ保持期間で
は、スイッチ素子２４，２５が非導通状態とされ、スイ
ッチ素子２６，２７，２８が導通状態となる。スイッチ
素子２６は図５に示す１：２：４というパルス幅比率の
クロック信号ＣＬＫ２をシフトレジスタ２０に供給す
る。シフトレジスタ２０はこのクロック信号ＣＬＫ２に
同期してＰＷＭデータＤＡＴＡ１をシフトする。これに
より、ＰＷＭデータＤＡＴＡ１の各ビットはクロック信
号ＣＬＫ２のパルス幅に対応する時間だけ持続的にスイ
ッチ素子２７を介して出力され、シフトレジスタ２１の
制御により選択されるスイッチ素子２９，３０，３１を
介して副画素ＰＥ１，ＰＥ２，ＰＥ３に印加される。ま
た、クロック信号ＣＬＫ２のパルスが周期的に供給され
る一方で、スイッチ素子２８がＰＷＭデータＤＡＴＡ１
をシフトレジスタ２０の入力にフィードバックするた
め、副画素ＰＥ１，ＰＥ２，ＰＥ３の駆動が継続される
ことになる。
【００１９】図６はＰＷＭパルス幅と面積階調との組み
合わせと透過率との関係を概略的に示す。各表示画素Ｐ*
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*Ｘの透過率はこれらＰＷＭパルス幅と面積階調との積に
より決まる。図６では、最大透過率を１として換算して
いる。ＰＷＭパルス幅と面積階調の組み合わせは６４種
類あるが、図６に黒丸で示すように重複する値が存在す
るため実際の階調数は４５個程度となる。ここで、重複
値の階調については、ＰＷＭパルス幅を優先的に使用す
ることが好ましい。また、最大および最小階調付近は液
晶材料の特性から利用できない。こうして残った階調が
５ビットの映像信号で表される３２個の階調として選定
される。上述のマッピング用テーブルは選定された階調
に割り当てられるＰＷＭパルス幅および面積階調にそれ
ぞれ対応するＰＷＭデータＤＡＴＡ１および面積階調デ
ータＤＡＴＡ２を保持することになる。
【００２０】上述の液晶表示装置では、各表示画素ＰＸ
の階調が所定の面積比率で重み付けされた副画素ＰＥ
１，ＰＥ２，ＰＥ３と所定のパルス幅比率で重み付けさ
れた駆動期間とを組み合わせて決定される。この場合、
各表示画素ＰＸは副画素数と駆動期間数との積に依存し
た階調数を持つため、所望の階調数を得るために必要な
副画素数を低減できる。これにより、最小となる副画素
の面積を大きくして加工精度等による制約を解消するこ
とができる。
【００２１】尚、本発明は上述の実施形態に限定され
ず、要旨を逸脱しない範囲で様々に変形可能である。
【００２２】例えば、表示階調のガンマ値の調整を行う
場合には、パルス幅の比率が可変される。
【００２３】また、パルス幅変調の駆動パルスの供給配
線は走査線方向または信号線方向ににブロック分割さ
れ、適当な時間をおいて供給されることが好ましい。こ
の場合、供給間隔は２０Ｈｚから１０ｋＨｚの間にな
る。
【００２４】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、少ない副
画素数で所望の階調数を得ることが可能な平面表示装置
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置の概
略的な構造を示す図である。
【図２】図１に示す液晶コントローラに設けられるグラ
フィック制御部の構成を示す図である。
【図３】図１に示す信号線駆動回路の構成を概略的に示
す図である。
【図４】図１に示す各表示画素内の回路構成を示す図で
ある。
【図５】図４に示す表示画素の動作を説明するための波
形図である。
【図６】図４に示す表示画素におけるＰＷＭパルス幅と
面積階調との組み合わせと透過率との関係を概略的に示
す図である。
【符号の説明】
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２…液晶コントローラ
３…走査線駆動回路
４…信号線駆動回路
Ｇ１，Ｇ２…画素スイッチ *
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*ＰＸ…表示画素
ＰＥ１～ＰＥ３…副画素
Ｙ…走査線
Ｘ…信号線

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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